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第Ⅵ章 市民の行動計画 
１．基本的考え方 

湧水地は、かつては地域で大切に維持管理されていたものである。また、水を大事に利

用すること、排水に気をつけることなどは、市民が日々の暮らしの中で実践することで効

果が期待できるものである。 
今後、水循環の回復や湧水地の保全・整備・再生に向けては、市民レベルでできること

を着実に進めていくことが重要であり、将来的には、多くの市民を巻き込んだ運動へと発

展させていくことが望まれる。 
現在は、湧水をとりまく環境が悪化してきた原因は明らかになっておらず、保全再生の

取り組みも試行的にならざるを得ないが、こうした現状を踏まえ、当面は、以下のような

方向でできることから進めていくことが必要と考えられる。 
 

・ 湧水地をきれいに保ち、大切に守っていこう 
・ 湧水について調べ、もっとデータを集めてみよう 
・ そのために仲間を増やそう 

 
行動の実践にあたっては、これまでの実績のある「新田環境みらいの会」が中心になり、

地域や関係団体等と協力しながら、多くの市民の参加を求めつつ、個々の取り組みを進め

ていくことが望まれる。行政は、協働のまちづくりの視点から、新田環境みらいの会と地

域の活動に対して支援していく。 
 
湧水地の保全・整備・再生に向けた市民の行動 

湧水地をきれいに保つ 湧水のデータを集める 仲間を増やす 参加協力 
対象 維持管理 調査研究 情報発信 
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２．湧水地の保全管理に向けた行動計画 

以下に、具体的な取り組みを例示する。 
 
○地域とともに 

・湧水地の維持管理に協力しよう 
   日常的な清掃や不適正利用の監視 

・湧水地を利用した憩いの場づくりに参加しよう 
   計画段階からの参加 
 

○興味のある人は 

・湧水について調べよう 
 水質や水量、水辺の生き物を調べて記録 

   昔の湧水のことを聞き取り 
・水辺を知り、知らせよう 

   案内マップの作成やガイドツアーの開催 
   ホームページなどでの情報発信 
・水を活かしたまちづくりを考えよう 

 
○新田地域のすべての人が 

・みんなで水辺をきれいにしよう 
   湧水地をみんなできれいにするイベントへの参加 

・水を大事に使いよごさないようにしよう 
   家庭で  雨水利用、排水に注意、合併浄化槽設置 など 

事業者も 地下水汲み上げの抑制、地下浸透推進 など 
農業でも 雨水利用、畜産し尿の適切な処理 など 

 
○市民の行動を支える行政の支援 

  ・場や機会、しくみを整える 
イベント等の企画、開催、協賛 
湧水地を地域で管理する水守制度等のしくみ 

  ・雨水浸透、排水処理対策（事業、事業費助成等） 
  ・水辺の整備、改修（水循環の回復、憩いの場） 
  ・普及啓発、顕彰 
  ・市民活動への支援（情報提供、人的支援、助成金等） 

 
 

水を活かしたまちづくりにつなげよう 

湧水地の保全・整備・再生の取り組みをきっかけに、地下の水、地表の水、空の水（雨）

の循環を考え、水を下水に流すのではなく、水の見えるまち、水を大事にするまち、水を

楽しむまちづくりへ発展させていくことが望まれる。 
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３．湧水マップの作成 

新田地域の湧水を広く市民に周知することを目的として、「湧水マップ」を作成し、３月

５日に開催された環境フェスティバルにおいて、新田環境みらいの会が配布するリーフレ

ットとして活用した。 
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